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■新体制和文誌編集委員会 

－結成の挨拶と今後の抱負 

和文誌編集委員会委員長 

高雄元晴（東海大学） 

昨年末に村木前委員長（九州大学）からバト

ンタッチを受け、新体制和文誌編集委員会を

結成、始動いたしました（写真 1）。これまで長

年にわたり九州在住の先生方が中心となって

編集委員会を構成し和文誌の誌面づくりにご

尽力いただいてまいりました。小生が委員長を

引き継ぐに際して新編集委員会は村木前委員

長を除いて委員全員が入れ替わり、関東近辺

に在住の先生方が新たにその任につくこととな

りました。なお偶然ではありますが、現在のとこ

ろ 8名の委員のうち 6名が女性となっています。 

昨年まで和文誌は印刷出版と J-STAGE に

おける電子出版の両方を行っておりましたが、

他学会の動向を伺い本年からは電子出版の

みとなっております。電子出版のみとなり誌面

の自由度が高まったことから、会員に加え非会

員からの投稿も受け付けることといたしました。

会員の皆様におかれましては奮ってご投稿い

ただくとともに、どこに論文を投稿しようか逡巡

されている非会員の方が周りにいらっしゃれば

ぜひ日本生理人類学会誌に投稿をお勧めい

ただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1．和文誌編集委員会キックオフミーティ

ングの様子(湯田恵美幹事写真提供) 

 

今後、和文誌編集委員会としてこれまでの

良き伝統を踏襲しつつ、新しい取り組みをした

いと考えています。一つは学生や若手研究者
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が新しい研究にチャレンジする時に役にたつ

技術解説の掲載です。たとえば睡眠研究を始

めるにあたって、一晩中脳波電極がとれない

ためにどのような工夫がなされているのか、生

体情報に関するビッグデータをどのように効率

的に扱えば良いのかなど、通常の論文の

Method では書かれていないような話題を取り

上げたいと考えています。もう一つは誌面を通

した研究人脈のネットワーク作りへの貢献です。

日本生理人類学会誌は J-STAGE 上で、無料

で論文を公開しているため、多くの非会員の

方々にもご覧いただいています。そのためこれ

まで知己のなかった研究者や企業の方が論文

を読んで興味をもち、筆者の方々に共同研究

や講演・シンポジウムの申し出があるかもしれ

ません。その際、著者の方々の写真、研究の

バックグラウンドや関心に関する紹介が論文に

記載されていると、読者と筆者の関係が誌面

上でより近づくものと思います。もちろんこれは

全論文で記載いただくことを義務とするもので

はなく、オプションとして著者に選んでいいた

だくことを可能とするものです。 

和文誌編集委員会では、これら以外にも新

しい取り組みを行なっていきたいと思います。

日本生理人類学会誌の誌面づくりをいっしょ

にやっていただける会員がいらっしゃれば、ぜ

ひご連絡をいただければと思います。 

 

■第 81回大会（長崎大学）案内（第 3 報） 

田井村明博（長崎大学環境科学部） 

大会運営支援・記録担当理事 

若林 斉（北海道大学） 

西村貴孝（九州大学） 

日本生理人類学会第 81回大会は 2020年 5

月、長崎大学文教キャンパスにおいて開催の

予定でしたが、新型コロナウイルス（COVID-

19）感染症拡大の影響を踏まえ、「大会開催」

について学会理事会とも連携しながら慎重に

検討を進めた結果、2020年 10月 23日（金）、

24日（土）、25日（日）に延期させていただきま

した。 

第 81 回大会より、これまで年 2 回開催され

ていた大会が年 1回の開催となります。特別講

演では、地球温暖化による気温上昇の影響を

抑えるための方策として、東京オリンピック・パ

ラリンピックのマラソン開始時刻前倒しの科学

的根拠を中心に、中京大学の松本孝朗教授

に「暑熱環境下での身体活動（運動）と熱中症

について」という演題のご講演を頂きます。シ

ンポジウムでは「気候変動と生理人類学」と題

して、これまでに気候変動や暑熱・寒冷環境

に関する研究成果を発表されている研究者の

方々に、それらの成果をご講演頂きます。温

度変化に対する戦略的な議論を期待しており

ます。学会企画のシンポジウムでは「生理人類

学と個人差」と題して発表、議論を予定してお

ります。 

さらに、本大会から新しく学会が企画する

「日本生理人類学会フロンティアミーティング」

が大会 1 日目の 10 月 23 日（金）午後から開

催されます。 

学会大会の要は、参加者の皆さまの研究発

表と参加者相互の議論であることはいうまでも

ありません。是非、多くの皆様に、秋晴れの長

崎での本大会（図 1）にご参加、ご発表を頂け

ますことを心よりお待ちしております。 

 

【概要】 

会期：2020年 10月 23日(金)～25日(日) 

大会会場：長崎大学文教スカイホール 

スケジュール： 

2020 年 7 月 1 日(水) 参加登録･演題申込受
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付再開始（google フォームを使用） 

9月 11日(金) 演題申込締切り 

10月 23日（金） フロンティアミーティング 

10月 24日(土) 

08:00大会受付開始 

午前 シンポジウム 

「気候変動と生理人類学」 

高倉潤也先生（国立環境研究所研究員） 

古澤拓郎先生（京都大学アジア・アフリカ地

域研究研究科准教授） 

井上芳光先生 

（大阪国際大学人間科学部教授） 

若林 斉先生 

（北海道大学工学研究院准教授） 

午後 特別講演 

「東京オリンピック・パラリンピックと暑熱環境」 

松本孝朗先生 

（中京大学スポーツ科学部教授） 

18:20 懇親会 

10月 25日(日)  

08:30 大会受付開始 

午前 シンポジウム（学会企画） 

「生理人類学と個人差」 

 

【関連会議】 

10月 24日（土） 

12:15-13:15 評議員会 

12:15-13:15 若手研究者交流会（当日参加可） 

10月 25日（日） 

12:30-13:30 研究部会代表者会議 

12:30-13:30 資格認定委員会 

 

【申込受付締切り】 

事前参加登録：2020年 9月 11日（金） 

演題発表申込：2020年 9月 11日（金） 

演題概要提出：2020年 9月 11日（金） 

参加費･懇親会費早期支払期限：2020年 9 月

25日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．長崎大学環境科学部（大会会場はこの

建物の後方になります） 

 

■新型コロナウイルス（COVID-19）の疫学的・

生理人類学的考察 

草野洋介（西九州大学） 

研修医時代を過ごした長崎大学医学部第

二内科は、特に呼吸器感染症に力を入れて

おり、新型コロナウイルス対策で活躍されてい

る賀来東北大学名誉教授、舘田東邦大学教

授（日本感染症学会理事長）、松本哲哉国際

医療福祉大学教授が在局されており指導して

いただきました。研修終了後、進んだ大学院

（現・感染分子解析学）はウイルス学が専門で

した。今回 PANews から新型コロナウイルスに

対する寄稿の話をいただき、疫学的・生理人

類学的見地から考察させていただきます。 

中国武漢市での新型コロナウイルス肺炎流

行の報を聞いたときは、ある程度楽観視してい

ました。コロナウイルスはヒトの風邪症候群の原

因としてはライノウイルスの次に多く 15～30％

を占め、従来からあった HCoV-229E、HCoV-

OC43、2000年代に発見された HCoV-NL63、

HCoV-HKU の 4 種類が存在します。全年齢

で感染し、風邪症状を起こし重症化はしませ
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ん。それに対し動物からヒトへの感染で始まっ

た 2 つのコロナウイルス肺炎は共に重症化が

みられています。宿主のコウモリからの感染に

より中国で発生が起きた重症急性呼吸器症候

群（SARS-CoV）は子どもへの発症は少なく、

高齢者や基礎疾患を持つ者で重症肺炎を起

こし死亡率は9.6％でした。サウジアラビアで発

見された中東呼吸器症候群（MERS-CoV）はヒ

トコブラクダ由来とされ、特徴は SARS-CoV と

よく似ており死亡率は 34.4％でした。新型コロ

ナウイルスはこの動物由来のコロナウイルスほ

ど死亡率は高くなく、4種類のコロナウイルスの

亜型で変異が起きない限りある程度のところで

終息するのでは、と考えました。 

しかしながら、のちに COVID-19 と名付けら

れた新型コロナウイルスは中国CDCが 2月 11

日までに収集したデータでは 80％が軽症、

14％が肺炎を起こし、5％が呼吸管理を必要と

し 2.3％が死亡していたことがわかり、考えが変

わりました。季節性インフルエンザの年間罹患

者は約 1000 万人、超過死亡 1 万人ですので

死亡率 0.1％、その多くはウイルス肺炎ではな

く感染後の細菌性肺炎や関連疾患による死亡

です。それに対し COVID-19 の死因の多くが

ウイルス性肺炎であり、進行が早く重症化する

とすぐに呼吸管理が必要になります。また重症

例の大半が高齢者であることが SARS-CoV や

MERS-CoV と類似しています。インフルエンザ

と違いワクチンや治療薬が存在しないことから

パンデミックが起こりうると考えました。その後

の経過はイタリアに端を発するヨーロッパ、アメ

リカ合衆国での急激な患者、死者数の増加、

なんとか抑え込まれていたと思われたわが国

でのクラスター形成の頻発化、都市部での感

染者の急激な増加が起きています。高山義浩

先生がインターネットで報告したデータでは 3

月 29 日現在の死亡率はイタリアが 10.8％、ス

ペインが 8.2％、イランが 7.1％、9 番目に高い

日本が 3.1％となっていますが、上位 3 ヶ国は

医療崩壊が起き、重症患者中心にしか検査が

できていないために高率、日本は風邪症状の

軽症者の検査を抑えているための高率と考え

られます。真の死亡率を求めるのにヒントとなる

のがダイヤモンドプリンセス号のデータです。

3,711 人中 712 人が陽性、10 人が死亡、死亡

率は 1.4％です。 

3 月 30 日現在わが国でもパンデミックが起

きるか全く予断が許せない状態です。中国の

次にパンデミックが起きたイタリアは先進国の

中ではわが国の次に老年人口割合が高い上

に、北部都市で集中的に重症者が出現し、限

られた医療資源に感染者が殺到し、医療崩壊

が起きたことがパンデミックにつながりました。

今後のわが国の対策として医療崩壊を防ぐか

が重要となるでしょう。 

疫学的には PCRによる全数把握を訴える人

たちがいます。しかしながらこれだけの感染者

がいる感染症には、傾向を把握する定点検査

がわが国では感染症法のもとで行われてきま

した。また PCRは感度と特異度が低く、特に偽

陰性判定による感染者の見逃しはその行動に

よる感染を広げます。また診療所や病院での

検体採取を行うと感染者が集まることによりクラ

スターが発生する可能性がありますし、検査時

の感染を防ぐための防御着の更衣で本来の

診療に影響を与えます。医療機関からの依頼

により検査が行える専用の検査所の設置によ

る定点把握を行うことが必要でしょう。 

この一連の経過から環境適応能と全身的協

関という生理人類学のキーワードが頭に浮か

びました。COVID-19 に限らずウイルスの宿主

動物からヒトへの感染、そしてヒトからヒトへの
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感染が起きた時、抗体を保有しないことやサイ

トカインストーミングなどにより恒常性が破たん

し、全身的協関を超えた重症化を起こします。

それらは次第に人類に抗体ができ、またウイル

スの生き残りの戦略として症状が穏やかになり

ヒトと共存するようになります。1918 年からのス

ペイン風邪が H1N1 型の季節性インフルエン

ザとなったように。これはウイルスにとっての環

境適応能と言えるでしょう。いかにこの未知の

ウイルスと共生できるかが今後カギとなるでしょ

う。 

 

■研究満喫（学位取得記） 

この時期は、学位取得した研究者たちの新

たなスタートの時でもあります。今回は 3 名の

方に手記を寄せていただきました。 

 

「他者観察時の脳活動をフィードバックする」 

池田悠稀（九州大学） 

昨年 9月に九州大学大学院を修了し、博士

（感性学）の学位を取得いたしました（写真 1）。

学部 4 年から博士の学位取得までご指導いた

だいた樋口重和教授に大変感謝しております。

日本生理人類学会の会員の皆様には、学会

発表の折にいつも暖かいご助言やご指導をい

ただき、ありがとうございました。また、博士課

程 1 年次に参加した第 74 回大会では優秀発

表賞をいただき、大変研究の励みになりました。 

学位論文は「他者動作観察時の脳活動とニ

ューロフィードバック訓練に関する研究」という

タイトルです。他者の動作を観察する時に活

動する脳部位はミラーシステムと呼ばれていま

す。ミラーシステムは模倣や共感など、ヒトの社

会的な行動に関与する脳機能と考えられてい

ます。私の博士研究では、このミラーシステム

の活動を高めるようなニューロフィードバック訓

練を構築できないか、脳波を使用した検討を

行いました。思うようなフィードバックシステムを

作るまでに 1 年ほど試行錯誤しましたが、研究

室の方々の支えがあって実験まで漕ぎつける

ことができました。まだシステム自体に改善す

べき点はあるものの、ミラーシステムの活動が

変わることで行動の変化がみられるか、因果関

係を調べる手法として用いることができると期

待しています。また、将来的にはリハビリテー

ション分野や、動作の観察学習のような場面で

応用ができるものであると考えております。 

今後も研究で得られた成果を、学会等で発

表をしていけるよう精進してまいります。今後と

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1．博士論文公聴会の様子 

 

「憧れる立場から卒業して、目指すべき人間

になるための研鑽を積む」 

赤間章英（前橋工科大学） 

この度，千葉大学大学院融合理工学府の

博士後期課程を修了し、博士（学術）の学位を

賜りました。学会員の皆様には、学会や勉強

会等を通じて、数多くのご助言をいただきまし

た。心より感謝申し上げます。ここに学位取得

記として、私が取り組んだ研究と、研究者の道

を志したいきさつをご紹介させて頂きます。 

私の学位論文の題目は「ヒト型図形を用い

http://jspa.net/%3Fp%3D4576
http://jspa.net/%3Fp%3D4576


6 

 

た配色記憶に関する研究」です。配色記憶と

は、複数の色を一纏めにした記憶であり、視覚

記憶の研究で課題となっている色と形の関係

性を解明するために欠かせない研究テーマの

一つです。配色記憶に関しては、配色を記憶

するときの図形によって想起の正確性が異な

るといった、複数の色を個々に記憶するときに

は見られない図形との結びつきが報告されて

います。しかしながら、図形が持つ意味の影響

や記憶時の脳活動について、十分な検討はな

されていませんでした。そこで私の研究では、

識別時に一部の脳領域が特異的に賦活する

ヒト型図形を用いて図形の意味が配色記憶に

与える影響を検討し、脳波によって記憶時の

脳活動を明らかにしました。結果として、記憶

が形成される記銘時では色と形は強く結びつ

いており、形が持つ意味の関連性に応じて、

正確な配色記憶になることが明らかになりまし

た。また脳波から、記銘時にはヒト型図形は識

別に伴って傾けられる無意識的な注意を惹き

つけやすい可能性が示されました。これらは、

色と形が結びついている記憶の初期段階にお

いて、形の識別に伴う無意識的な注意が両者

の結びつきの強さに影響することを示唆してお

ります。 

私の研究で特に苦労させられたのは脳波で

あり、また、成長するきっかけとなったのも脳波

でした。初めて脳波を計測したのは学部 4 年

次で、友人に「30 分で済むから」と言って協力

してもらいましたが、脳波キャップのマニュアル

通りに電極を接着してもなかなか電極抵抗値

が下がらなかったため、結局、実験準備だけ

で 2 時間以上も費やしてしまいました。今では

私と彼の笑い話の一つですが、この経験から

実験をスムーズに進めるための工夫、平然とし

た態度でのトラブル対応、そしてなによりも被

験者が安心して実験に臨むことができる環境

作りを心がけるようになりました。また、所属し

ていた人間情報科学研究室では、各自の実

験に合わせて脳波解析用のプログラムを組む

必要があったため、プログラミングスキルに乏

しかった当時の私が、先輩から頂いた解析用

プログラムを自分用に組み直すのに昼夜を問

わず画面とにらめっこをしていた日々をよく覚

えております。この経験は専門書を読むだけ

では得られない、体験としての理解を私に与え

てくれ、今では脳波に関する世界中の論文を

読むのに役立っております。何事にも臆病で

挑戦する気概の足りなかった私が、異なる分

野の学習に対しても意欲的になれたのは、研

究を通して自分で考え、行動する力を培えた

からだと思っております。 

私は研究を通した自身の成長や新たな知の

獲得に充実感を抱いておりましたが、修士課

程を修了後は一般企業への就職を考えており

ました。今になって思うと、企業への就職は自

らの考えというよりも、周りに合わせて自分もや

らなければならないという義務感に基づいてい

た気がしております。実際に博士課程へ進学

した学生は同期で私ただ一人でしたが、指導

教員である岩永先生、石橋先生にお誘いいた

だくことで、群れからはみ出す勇気を持つこと

ができました。博士課程に進学してからも、岩

永先生、石橋先生、人間情報科学研究室の

皆様には数多くのご迷惑をおかけしましたが、

その度に私を支えてくださり、丁寧にご指導い

ただきました。深く感謝しております。また私が

研究者への道に踏み出せたのは、学会員の

皆様に、私が思う目指すべき大人（誰に対して

も別け隔てなく真摯に接し、理路整然とした議

論のできる聡明なヒト）の姿を間近で示して頂

いていたことが大きく影響しております。いつ
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か皆様と肩を並べても恥ずかしくない自分に

なれるよう精進していきますと共に、後に続く

若手に知的興奮がありながらも心安らぐ、この

ような場を提供できるように、微力ながらも恩返

しができたらと考えております。 

今年度からは、群馬県前橋市の前橋工科

大学で工学部総合デザイン工学科の助教とし

て人間工学の講義を担当し、学生を指導する

立場になりました。昨年度まで先生方や皆様

からご指導いただいていた身分の私に人間工

学を教えることができるのか、学生の指導が務

まるのかと不安の種はつきませんが、学生に

研究の楽しさや奥深さを少しでも伝えていけた

らと思います。またこれまでに培ってきた脳波

計測と解析のスキル、そして、記憶と認知に関

する知識を活かし、一研究者として自分自身

の道を切り開けるように研鑽してまいります。今

後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い

いたします。 

 

「ヒト母親の行動抑制を行動データと脳波事象

関連電位から検討する：血清中のオキシトシ

ンやプロラクチンの濃度との関連」 

林 小百合 

（国立精神・神経医療研究センター） 

本年 3 月に九州大学大学院統合新領域学

府の博士後期課程を修了し、博士（感性学）の

学位を取得いたしました。ご指導・ご助言を賜

りました先生方、学会員の皆様に深く感謝申し

上げます。 

学位論文では、「ヒト母親の行動抑制と幼児

顔表情による阻害効果の検討」と題し、出産後

のヒト母親の行動抑制の特徴と、養育行動に

おける重要性が示唆されるホルモン（オキシト

シン、プロラクチン）の血清濃度との関連を実

験室実験によって検討してまいりました。この

検討によって、行動抑制課題時において、母

親は母親でない女性と比較して、正確かつ性

急な反応をしていた可能性や、一部の脳波事

象関連電位の振幅が大きかったことが示され

ました。行動データと血清オキシトシン濃度と

の関連も観測され、ヒト母親の行動抑制に関

する面白い知見が得られたと感じております。

まだ公表前のデータもありますが、研究成果の

一部は日本生理人類学会の英文誌、Journal 

of PHYSIOLOGICAL ANTHROPOLOGY（JPA）

や、第 14 回国際生理人類学会議を含む国内

外の学術会議にて発表させていただきました。 

在学中はたくさんのことに挑戦する機会をい

ただき、また、ご指導いただいた諸先生方はも

ちろんのこと、先輩、同期、後輩達といった周り

の方々にも恵まれ、大変充実した学生生活を

過ごさせていただきました。自分の未熟さや力

不足を感じることも多々ありましたが、こうして

振り返ってみると楽しかった日々でいっぱいで

す。現在は、国立研究開発法人国立精神・神

経医療研究センター精神保健研究所におい

て、発達障害に関する研究に携わっておりま

す。これまでの苦い経験も辛い経験もすべて

含めて自分の糧として取り込み、さらなる発展

を目指して頑張る所存です。今後もご指導・ご

鞭撻のほど、何卒宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

https://jphysiolanthropol.biomedcentral.com/
https://jphysiolanthropol.biomedcentral.com/
http://www.intlphysiolanth.org/congress.html
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■学会動静 

日本生理人類学会第 81回大会（新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、下記日程に延期） 

会期：2020年 10月 23日（金）～25日（日） 

会場：長崎大学文教キャンパス 

大会長：田井村明博（長崎大学） 

 

日本生理人類学会第 82回大会（予定） 

会期：2021年 6月 4日（金）～6日（日） 

会場：学校法人青淵学園 東都大学深谷キャンパス 2号館 

大会長：佐藤香苗（東都大学） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

編集後記 

2019年末から新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るい、今号の出版時期の今もなお収束の

道筋が見えていません。医療、行政機関をはじめとする皆様のご尽力に、心から敬意を表します。

不運にも感染によって命を落とされた方々のご冥福をお祈りするとともに、関係の皆様に心からお

見舞いを申し上げます。2020 年 4 月、PANews は第 30 巻に突入しました。益々の生理人類学の

発展を祈念せずにはいられません。会員のみなさまからの投稿を、お待ちしております。（下村） 

 

次号予定 

第 82回大会（東都大学）案内（第 1報）、私の生理人類学など 

7月末原稿締切 

 

 

 

 

PANews編集事務局 

下村義弘（千葉大学大学院工学研究院） 

shimomura [at] faculty.chiba-u.jp 

 

http://jspa.net/blog/news/日本生理人類学会第81回大会の延期について%ef%bc%882020年3.html

